感激の映畵[footnoteRef:1] [1:  香山光郎。『京城日報』1940年11月23日。コラム「明滅燈」に掲載された。　] 


[bookmark: _GoBack]寺田さん。今度のニュース映 (えい)畵は誰 (だれ)にも是 (ぜ)非一度は見て貰 (もら)ひたいですね。宮城の外 (ぐわい)苑 (えん)のあの祝賀 (が)場の光景 (けい)は、感激 (かんげき)そのものでした。兩陛下に咫尺 (せき)し奉るやうで誠 (まこと)におそれおほかつたが、高松宮殿 (でん)下が、御聲 (こゑ)をかぎりに天皇陛下万歳 (ざい)と唱 (とな)へられたあの御聲 (こゑ)！　嬉 (うれ)しいと申しませうか、力強 (づよ)いと申しませうか、その御聲 (こゑ)に唱 (せう)和奉る五萬の參列 (れつ)者の萬雷 (らい)のやうな聲 (こゑ)と、あの擧げた手！　お二方お並 (なら)びで祝賀 (が)を受 (う)けさせたまふ　兩陛下のお姿 (すがた)！　僕 (ぼく)は日本のありがたい姿 (すがた)をこゝに見ることが出來ました。この映 (えい)畵は全國民 (みん)に殘らず見せなくてはなりませぬ。【＝香山光郎】
